


























































































































1） 業務で挿管介助 5） 挿管介助は誰に
する場面はあるか？ 習いたいか？
2） 過去に挿管介助 6） どんな時期に習う
でのトラブルは？ のが理想的か？
3） 挿管介助について 7） 挿管介助実習は、
の教育は過去に？ どの職種に必要？
4） 手術室で学ぶこと 8） 実習全般の感想と
についてはどうか？ マニュアルの評価
図5　アンケート結果（抜粋）
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麻酵科医　　他科医師　　　看湿師　　　ビデオ　　　　学校　　　　　他 ↑
q【較で　　就寮前研修　生湛鰍宵萄　挿管震習時　　　地
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麻酔科医そして気管挿管と関わりの多いORナー
スは，ごく自然に（もしくは必然に）気道管理の
知識と技術を習得していると思われる5）．今回の
救命士への挿管介助教育と作成した挿管介助マニ
ュアルをきっかけにして，手術室のぞとへもその
専門的な技（わざ）を広めてゆくのが望ましいと
思われる．
おわりに
　マニュアルと実習を併用した手術室看護師の指
導による挿管介助研修は非常に有用なものであっ
た．今後は対象を一般隊員や新人看護師などにも
広げて教育を行ってゆくことが重要と思われる．
　本稿の要旨は，第12回日本臨床救急医学会（2009
大阪）および第31回日本手術医学会（2009東京）
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